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FM思考で社会・経営の課題を解決する

ファシリティの品質から見た
サスティナビリティ

　当部会で定義するワークプレイスのサスティナビリ

ティ（持続可能性）とは、ワークプレイスにかかわるすべ

ての利害関係者（ステークホルダー）との関係維持をめ

ざすことである。また、サスティナブルなワークプレイス

とは、すべての利害関係者にとって持続可能であるよう

に考えられたワークプレイスであると定義し、一般企業

および自治体庁舎を対象に検討を重ねてきた。この場

合の利害関係者とは、従業員とその家族、経営者、顧客

や取引先、株主、行政、住民、社会のことである。

　持続可能性を考えるとき、地震などの自然災害やテ

ロのような人的災害、あるいは世界的な感染症の流行

（パンデミック）など、社会的にも大きな被害を及ぼす

ような非常事態を想定することが多い。しかし、日常的

な企業活動の中で持続可能性に貢献することもある。

たとえば、オフィス環境の快適性などを保つことで従

業員の健康を維持していると、プロジェクトに投入して

いた人材が突然欠席するという不測の事態を起こす
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危険性が低くなる。また、社会活動に貢献するなどし

て企業イメージの向上に努めることは、いざというとき

に社会の理解を得られやすくなる。

　各ステークホルダーが日常的に、あるいは非常時

にかかわる品質評価手法の中項目の分布図を考え

てみた（図表）。評価項目が全体的に広がっており、

ワークプレイスの品質を向上させることは、すなわち

サスティナブルなワークプレイスを作ることにつなが

るといえる。

　今回のフォーラムでは、特に、以下の2点について解

説した。まずひとつは、図表の左上に位置するオフィス、

ワークプレイスで誰かが倒れたときに心臓突然死から

救命し、社会復帰を可能にするためのオフィスビル選

択や体制づくりの注意事項（図表）。そしてもうひとつ

は、図表の右下に位置する木材利用についてである。

　詳しい内容については、近日中に部会報告書をリ

リースする予定である。
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